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種子・苗木病害の診断技術 

および防除法の高度化  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主要造林樹種の苗木病害について種類と生態を調査し、重要病害である

カラマツ先枯病とその他いくつかの樹木疫病の遺伝子検出手法を設計す

るとともに、有効薬剤の情報を整理しました。 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苗木病害の被害実態 
スギ・ヒノキ・カラマツの育苗現場で被害が確認された病害について、病害の種

類別に内訳をみたところ、苗立枯病の被害件数が最も多く、次いでスギ赤枯病の被

害件数も多いことを確認しました（図１）。重要病害であるカラマツ先枯病菌の分

類学的再検討を実施し、最新の分類体系における学名に更新することで、カラマツ

先枯病菌の学名 Neofusicoccum laricinum の命名規約上の混乱を解決し、適正化し

ました。さらに、スギ植栽地や苗畑で疫病菌の１種、Phytophthora cinnamomiやそ

の他卵菌類によるスギ苗の根腐れを確認しました（図２）。 

 

背景と目的 

人工林の約６割が本格的な利用期に入る中、再造林の実施に不可欠な種苗の安定

供給のニーズはこれまで以上に高まっています。特に苗木生産の高度化、効率化が

求められており、コンテナ苗の採用や造林適地の抽出、エリートツリーの開発等、

様々な取り組みが進んでいます。一方で、こうした機運に水を差す様々な病原菌の

存在が近年明らかになってきました。しかし、それらの知見は古いままで、その被

害実態の把握や診断技術の開発、農薬情報の更新が必要な状況でした。そこで本プ

ロジェクトでは、得苗率低下の原因となる種子、苗木病害について、その実体を明

らかにするとともに、簡易迅速診断法の確立、効率的防除法の開発を行うことを目

的としました。 

 

 
 

図１ 各種苗木病害の割合 

2018年から2025年の間に鑑定依頼、現地調査等で確認した苗木病害（21都道府県）。苗

立枯病と赤枯病で半分以上を占めていました。 

図２ 疫病菌による衰退枯死 

スギ植栽地で発生したスギ苗の

立枯れ（左：スギ苗枯死木、右：ス

ギ苗枯死木の根の状態）。根や根

圏土壌からは疫病菌をはじめと

する卵菌類が検出されます。 
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          図３ スギ赤枯病と似た病害 

        安藤・升屋（2018）より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果の利活用 

本プロジェクトにより得られた成果は、苗木病害の被害対策、苗木の得苗率向上

に大きく貢献し得るものです。今後全国的な被害実態解明と併せて防除手法の最適

化により、苗木増産と低コスト化を目指す足がかりになるものと期待しております。 

 

 

重要病害遺伝子診断マニュアルの整備 
 スギ赤枯病はスギ苗木の最重要病害です。近年の苗木増産の機運が高まる中、

再び被害が顕在化しつつあります。被害苗の症状がフォマ葉枯病やペスタロチア

病に見ていることから（図３）、胞子形成前では診断が難しい病害です。また、今

後被害の顕在化が危惧される Phytophthora 属菌は作物病害として非常に有名な

グループであるため、すでに数多くの診断技術が確立されていますが、苗木病害

での診断はされていませんでした。ここでは苗木に感染している両病原菌の検出

手法として比較的導入しやすい手法について検証しマニュアルを作成しました。 

https://www.ffpri.go.jp/research/2forest/11app-micro/index.html 

 

有効農薬の選抜と施用技術の確立のための情報収集 
 農薬登録情報提供システムに基づき、現在、苗木病害で使える登録農薬の整理

を行うとともに、赤枯病に対する新規農薬の適用拡大、失効農薬および農薬再評

価の現状について調査し、苗畑病害の防除暦をまとめました。調査の過程で、カ

ラマツ苗やウルシで問題となっていた樹木疫病について登録農薬がなかったた

め、薬効試験を行い有効薬剤の適用拡大に資するデータを収集しました（図４）。 

図４  ウルシ、ヒノキの疫病に対する既存薬剤の薬効試験 

ⓐ疫病菌汚染土壌に植栽したヒノキ苗(左：対照区、右：薬剤処理区)、ⓑ疫病菌混和土壌で育成した

ウルシ（左：対照区、右：薬剤処理区）。ともに薬剤処理区の方が健全に生育しています。 
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要旨 

苗率低下の原因となる種子、苗木病害について、その実体を明らかにするとと

もに、簡易迅速診断法の確立、効率的防除法の開発を行うことを目的に、スギ、

ヒノキ、カラマツの主要苗木病害について種類と生態、被害実態について調査し

ました。その結果、苗木病害の半数以上は立枯病とスギ赤枯病で占められていま

した。スギ赤枯病と樹木疫病については遺伝子診断手法についてマニュアル化を

進めました。また苗木病害の農薬登録情報を収集し、苗木病害で使用可能な薬剤

について整理しました。その過程で樹木疫病で使用できる薬剤が登録されていな

いことが判明したため、ウルシ、ヒノキ苗木に対して有効農薬を施用しその効果

を検証しました。これらは苗木病害対策対策と苗木生産の高度化に貢献します。 
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          プロフィール 

森林生態系における管理や保全に資するために、森林生息

性菌類について、樹木病害から共生菌、昆虫寄生菌から共

生菌まで様々な視点で研究を行っています。 
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